
 

「出雲市ツキノワグマ緊急銃猟対応計画」の策定について 

 

１．趣旨 

（１）令和７年９月１日に施行された改正鳥獣保護管理法により、ツキノワグ

マが人の日常生活圏に出没し、人身被害のおそれが高い場合など、一定の

要件を満たすときは、市長の判断により「緊急銃猟」を実施できる制度が

創設された。 

（２）この制度に的確に対応し、市民の生命、身体及び財産の安全を確保する

ため、ツキノワグマ出没時の判断基準、実施体制、安全確保、関係機関と

の連携等を具体化した「出雲市ツキノワグマ緊急銃猟対応計画」を策定す

る。 

（３）この対応計画の策定に伴い、緊急銃猟を本市が対処すべき緊急事態の一

つとして位置付けるため、「出雲市緊急事態等対処計画」に「危険鳥獣の緊

急銃猟対策」を新たに追加する。 

 

２．概要 

　「出雲市緊急事態等対処計画」に、「危険鳥獣の緊急銃猟対策」を新設。 

 

危険鳥獣の緊急銃猟対策 

危険鳥獣による人身又は物的被害の発生が懸念される場合、市民の生命、 

身体、及び財産の保護を図ることを目的として、必要な対策を定める。 

第１節　想定する事件等の緊急事態 

本章における事件等の緊急事態は次のとおりとする。 

想定する事件等 

１．ツキノワグマの緊急銃猟対策 

第２節　ツキノワグマの緊急銃猟対策 

市内において、ツキノワグマが人の日常生活圏に侵入し、人身又は物的被害

の発生が懸念される場合、緊急的に捕獲を実施する。 
「出雲市ツキノワグマ緊急銃猟対応計画」 
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３．対応計画の基本的な考え方 

（１）緊急銃猟は、ツキノワグマの捕獲そのものを目的とするものではなく、

人命を最優先に、市民の安全を確保するための最終的かつ限定的な措置と

して実施する。 

（２）ツキノワグマが出没した場合に直ちに緊急銃猟を行うものではなく、注

意喚起、追い払い、有害捕獲等による段階的な対応を基本とし、これらの

方法では対応が困難で、人の日常生活圏において緊急に危険を排除する必

要がある場合に限り実施する。 

（３）このため、ツキノワグマの出没状況や危険度に応じてレベル 1 からレベ

ル 5 までのフェーズ管理を行い、段階的に対応を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．緊急銃猟の実施体制 

（１）レベル 5 に移行し、緊急銃猟を実施する場合は、市長を本部長とする「出

雲市ツキノワグマ緊急銃猟対策本部」を設置し、全庁的な体制で対応する。 

（２）併せて、現場には現地対策本部を設置し、ツキノワグマの監視、現場指

揮、通行規制、避難誘導等を一体的に実施する。 

（３）銃猟については、通常の有害鳥獣捕獲班とは別に、一定の射撃実績や捕

獲経験等を有する捕獲者により新たに構成する「出雲市有害鳥獣特別捕獲

班」が実施する。 

（４）市、島根県、警察等がそれぞれの役割を分担し、連携して対応する。 

 

５．実施判断と安全確保 

（１）緊急銃猟は、次の要件等を確認した上で、現場の状況を総合的に判断し

て実施する。 

 

①ツキノワグマが人の日常生活圏に侵入していること 

②人への危害を防止するため、緊急に対応する必要があること 

③銃猟以外の方法では、的確かつ迅速な対応が困難であること 

④地域住民等に弾丸が到達するおそれがないこと 

 

（２）実施に当たっては、第三者の安全確保を最優先とし、市及び警察による

通行禁止等のほか、住民への情報提供及び必要な避難措置等を実施する。 

（３）住民の避難については、ツキノワグマとの接触を避ける観点から、原則

として屋内退避及び外出の抑制を基本とする。 
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６．迅速な初動対応 

（１）緊急事態において迅速な初動判断を可能とするため、緊急銃猟に係る市

長権限の一部を職員に委任する。 

（２）一方で、判断基準、手続、指揮命令系統及び記録方法をあらかじめ明確

にし、判断の客観性と適正な運用を確保する。 

 

７．解除・中止・一時中断及び事後対応 

（１）ツキノワグマによる危険が解消された場合は、定められた基準に基づき、

速やかに緊急銃猟及び安全確保措置を解除する。 

（２）現場の安全が確保できない場合や状況が変化した場合には、緊急銃猟を

中止又は一時中断する。 

（３）対応終了後は、現場の原状確認、必要に応じた損失補償・損害賠償、対

応内容の検証及び記録保存を行い、検証結果を今後の対応や計画の見直し

に反映する。 

 

８．平時からの備え 

（１）緊急時に安全かつ迅速に対応できるよう、対策本部、現地対策本部、関

係各班及び特別捕獲班による訓練を計画的に実施する。 

（２）全国における緊急銃猟の実施事例等を随時検証し、安全管理及び対応方

法の改善につなげる。 

 

９．対応計画策定予定日 

令和８年１０月１日 

 

１０．今後の予定 

（１）「出雲市有害鳥獣特別捕獲班」の射撃訓練を実施するとともに、緊急銃猟

に必要な装備品等を順次整備する。 

（２）島根県、警察等の関係機関との連携体制を確認し、緊急銃猟を想定した

実動訓練を実施する。 

（３）訓練や全国の実施事例等を踏まえ、必要に応じて対応計画及び実施体制

の見直しを行う。 

（４）緊急銃猟の実施に必要な体制及び装備等の準備が整い次第、本計画に基

づく運用を開始する。（令和８年秋頃を予定）
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出雲市ツキノワグマ緊急銃猟対策本部 

令和８年（2026）１０月策定 
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１　はじめに 

 

（１）制度の経過及び概要 

　　　令和７年４月、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」

（以下「鳥獣保護管理法」という。）が改正され、同年９月１日から施行さ

れた。 

この改正により、クマが人の「日常生活圏」に出没した場合、安全を確保

した上で一定の条件を満たせば、市長の判断により、銃猟を捕獲者に委託し

て実施できる新たな仕組み(以下、「緊急銃猟」という。)が創設された。 

この制度においては、法的責任は市にあることが明確化されており、市は

鳥獣保護管理法に基づき、自らの判断で緊急銃猟を実施できる法的権限と根

拠が付与された。 

このため、市は既存の計画や各種ガイドラインとの適合確認を個別に要す

ることなく、国が法改正によって制度設計した趣旨のもとで、迅速に対応で

きる体制が法的に確立されているところである。 

 

（２）本市の対応 

本市では、島根県（以下「県」という。）が令和４年３月に策定した「第二

種特定鳥獣（ツキノワグマ）管理計画」をふまえ、ゾーン別の捕獲方針や出

没状況に応じたフェーズ管理の考え方を、「出雲市ツキノワグマ緊急銃猟対

応計画」（以下、「対応計画」という。）の中で、本市独自に定めた。 

これらは、緊急銃猟を含むクマ対応について、本市が県など関係機関と連

携して行う際の基本的な運用基準として位置づけるものである。 

特に、緊急銃猟の実施は、未然に防ぐことが最も重要であり、そのために

は、地域の安全確保や被害防止のための各種計画・取組において、現場での

出没事例や対応結果を適切にフィードバックし、必要な対策を平時から継続

的に実施していくことが求められている。 

又、本市は「出雲市危機管理指針」に基づき、「出雲市緊急事態等対処計

画」を策定しており、鳥獣対策と危機管理対策の両面から対応するため、今

回、この計画に新たに「危険鳥獣の緊急銃猟対策」の章を定め追加した。 

これにより、緊急銃猟に係る本市の対応指針を明確化するとともに、「出

雲市ツキノワグマ緊急銃猟対策本部」を設置し、組織的かつ迅速な対応が可

能となる体制を整えたものである。 
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（３）緊急銃猟の基本的な考え方 

この制度は、あくまでも例外的な緊急対応を可能とするための仕組みで　

あり、緊急銃猟の積極的かつ促進的な実施を目的とするものではない。 

鳥獣保護管理法及び緊急銃猟ガイドラインにおいては、緊急銃猟を実施で

きる範囲は「日常生活圏」(人が生計をたて、普段活動する過程で行動する

範囲)とされている。 

この考え方は、人命を最優先に保護するとともに、緊急銃猟を実施した場

所や状況に応じて捕獲者や捕獲関係者が法令違反に問われることがないよ

う、緊急銃猟を実施できる範囲を明確に定め、緊急銃猟が法令上適法と認め

られるよう成立要件を明文化したものである。 

したがって、緊急銃猟は、クマが人の「日常生活圏」に出没した場合、市

があらかじめ予定又は一律に実施するものではなく、出没状況や危険性の進

展に応じて、市がその都度、緊急的に判断し、対応する最終的かつ限定的な

措置である。 

このため、緊急銃猟の実施は、あくまで抑制的に適用し、追い払い、有害

捕獲など、他のすべての手段を実施してもなお状況が改善しない場合に限っ

て実施するものである。 
 

本対応計画は、「出雲市危機管理指針」及び「出雲市緊急事態等対処計画」に

定めるもののほか、以上の考え方に基づき、クマの出没に対して、本市が迅速か

つ的確に対応するための準備や体制づくりを進め、住民の生命・身体及び財産の

安全を確保することを目的として策定するものである。 
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２　捕獲方針について 

 

本市のクマ捕獲に関する方針は、県が令和４年３月に策定した「島根県第二種

特定鳥獣（ツキノワグマ）管理計画」及び「住居集合地等におけるツキノワグマ

等対応指針」(令和５年６月１５日農山第２６８号)、並びに「ツキノワグマのゾ

ーニング管理指針」(令和４年４月１日３農総第１０９６号)を基本とするもの

である。 

その上で、本市においては、地域の特性や近年の出没傾向、住民生活への影響

をふまえ、より実情に即した対応を図るため、本市独自の捕獲方針を定めること

とした。 

なお、ゾーニング区分と「日常生活圏」の考え方については、「日常生活圏」

は前述のとおり、緊急銃猟の実施に係る法的成立要件であることから、平時にお

ける捕獲方針の基礎とするものではない。 

したがって、本市の捕獲方針は、県が定めるゾーニング区分を基本に、有害捕

獲を中心とした段階的かつ抑制的な対応を原則とするものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定義 具体例 島根県 出雲市(緊急銃猟)
保護地域
(コア生息地)
(ツキノワグマ
の健全な個体
群の維持を担
保する地域)

奥山 ツキノワグマの生息地
・地形的に人里等から
隔たった場所
・堅果類等が多い場所

ツキノワグマ個
体群の健全な維
持を図る

・原則、有害捕
獲は行わない
(人身事故発生の
場合は除く。)
・錯誤捕獲の場
合は、その場あ
るいはその周辺
に放獣

緩衝地帯
(排除地域の周
辺地域)

保護地域と排
除地域の間の
地域

・人工林、天然林
・生息地周辺で、餌と
なる堅果類はないが人
里等から隔たった場所
・防除地域や排除地域
の外周部で、頻繁に出
没が確認される場所

個体群の維持と
排除地域への侵
入を防ぐ

・原則、有害捕
獲は行わない
(人身事故発生の
場合は除く。)
・錯誤捕獲の場
合は、原則、保
護地域に放獣
・定着個体(再捕
獲)は除去

排除地域
(市街地・集落
内の住宅密集
地域など人間
の居住区)

人の生活域及
び活動域
(居住地域、農
林畜産業に従
事する地域)

・農地
・森林施業が行われて
いる森林
・集落内、住宅地、公
共施設、観光施設、商
業施設周辺
・道路周辺

人の生活・活動
を安心して営む

・排除地域への
出没個体は有害
捕獲を実施し除
去
・錯誤捕獲でも
同様の扱い

ソーニング
区分

場所
役割

捕獲方針

・原則、緊急銃猟は
行わない。
・有害捕獲の実施に
よる除去が困難で、
危険個体の場合は、
緊急銃猟を実施し除
去する。
①被害を発生させた
個体
②被害を発生させる
恐れがある個体
③対策を講じても被
害を発生させる個体
④繰り返し出没する
個体
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３　フェーズ管理について 

 

（１）段階的対応の管理 

　　　本市では、緊急銃猟を含むクマ対応について、クマの出没状況や危険度に

応じた段階的な対応を基本とする。 

このため、平時から緊急時までの対応を段階ごとに区分し、各段階の判断

基準と対応方針を定めるものである。（以下「フェーズ管理」という。） 

　　　このフェーズ管理は、県など関係機関との連携に基づく基本的な運用基

準として位置づけるとともに、現場対応の統一及び指揮命令系統の明確化

を図るものである。 

なお、実際の出没状況や被害の発生状況に応じ、柔軟に見直しを行うもの

とする。 

 

（２）判断基準と対応方針 
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（３）フェーズ管理表 

 レベル １　人とクマとの接触防止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             

 出没状況 ①市内での目撃(主に森林内) 
②人の生活に直接影響がないと見込まれる場合 

 対応 ①必要に応じ、地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知 
(防災行政無線、いずも防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)) 

②必要に応じ、クマ避け鈴、ラジオ等の携行や複数人での行動推奨、注意喚起  
③必要に応じ、人の目に触れる場所に出没年月日を記載したクマ出没の看板設置 

 レベル ２　農地・集落周辺への出没防止（単発）                                           

 出没状況 農地や集落周辺への出没

 対応 ①必要に応じ、地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知 
(防災行政無線、いずも防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)) 

②関係機関が連携して出没・被害情報を共有し、必要に応じ、連携したパトロール及
び追い払いを実施  

③関係機関が連携して、出没原因(現地調査等)を調査し、誘引物等出没原因の除去
（誘引物の除去、ヤブの刈払い）、侵入防止措置（電気柵の設置等）の指導助言を
実施 

 レベル ３　農地・集落周辺への出没防止及び農作物被害等の防止（複数）　　　              

 出没状況 ①農作物等への執着  
②繰り返し出没する  
③追い払い、誘引物の除去、電気柵の設置等の防除対策を講じても被害が継続 

 対応 ①必要に応じ、地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知 
(防災行政無線、いずも防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)) 

②関係機関が連携して捜索・パトロール・追い払いを実施 
③関係機関が連携して、誘引物等出没原因の除去（誘引物の除去、ヤブの刈払い）、
侵入防止措置（電気柵の設置等）の指導助言を実施 

④目撃情報やセンサーカメラ等により出没個体の特徴の把握 
⑤有害捕獲及び捕獲した個体は除去するよう検討 
⑥有害捕獲が困難な場合は、緊急銃猟による危険個体の除去を検討

 レベル ４　被害防止  ＜有害捕獲の実施＞　　　　　　　　　　　　　　　　　             

 出没状況 ①被害が発生又は発生の可能性が非常に高い場合  
②人家、学校・福祉施設等、人が活動している施設・敷地内にクマが侵入した場合 
③錯誤捕獲の場合

 対応 ①有害捕獲の実施(東部農林振興センター) 
②関係機関が連携して追い払いを実施 
③各種対策を講じても有害捕獲が困難な場合は、緊急銃猟による危険個体の除去を検
討 

④地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知 
(防災行政無線、いずも防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)) 

⑤保護地域・緩衝地帯で錯誤捕獲の場合は、その場あるいはその周辺に放獣 
⑥排除地域で錯誤捕獲の場合は、除去

 レベル ５　被害防止 ＜緊急銃猟の実施＞ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　             

 出没状況 ①人の日常生活圏に侵入し、被害が発生又は発生の可能性が非常に高い場合 
②人家、学校・福祉施設等、人が活動している施設・敷地内にクマが侵入し留まった
場合 

③人の日常生活圏に侵入し、緊急銃猟による対応が必要な場所で、錯誤捕獲の場合

 対応 ①緊急銃猟の実施（市）  
②地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知 
(防災行政無線、いずも防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)、広報車)
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４　緊急銃猟の体制と役割(関係機関) 

 

（１）全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連携体制 

　　①島根県及び警察との連携 

　　　本市におけるクマ対応は、クマの出没状況や危険度に応じ、「フェーズ管

理」に基づく段階的な対応を基本とする。 

　　　このため、現場対応の遅滞や指揮命令系統の混乱が生じることのないよ

う、車両等の通行禁止又は規制等、避難誘導その他の措置を円滑に実施でき

る体制を、平常時から構築しておく必要がある。 

こうした円滑な連携及び一貫した対応を確保するため、市、県及び警察は、

役割分担等を明確にし、フェーズの進行に応じ、即応性を有する体制の確立

を図るものとする。 

 

 

 

 

 

被害防止「有害捕獲」

島根県

連携・連絡

連携・連絡レベル５

被害防止「緊急銃猟」

市

安全確保対策・銃猟
の準備

地域住民等による目撃情報（通報者）

クマの出没

連携・連絡

連携・連絡

フェーズ管理

レベル４

警察

警察官職務執行法
による対応
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　　②隣接市町との連携 

　　　本市は、東部を松江市、南部を雲南市及び飯南町、西部を大田市と接して

おり、クマの出没は隣接市町の境界付近でも発生している。 

隣接市町の境界付近でクマが出没し、対応が必要となる場合には、隣接市

町に加え、それぞれの市町を所管する県や警察の協力も求められる。 

このため、本市独自の「フェーズ管理」に基づく対応状況は、事前に隣接

市町、県及び警察へ周知しておくものとする。 

特に、レベル４（有害捕獲）及びレベル５（緊急銃猟）の案件では、本市

の捕獲者及び捕獲関係者のみならず、隣接市町の捕獲者及び捕獲関係者との

調整が必要となる。 

隣接市町境界付近でのクマ出没については、事前に詳細な対応を定めるこ

とが困難なため、関係する隣接市町と協議の上、出没状況に応じて柔軟かつ

臨機応変な対応を行うものとする。 
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（３）緊急連絡系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル１～３】

【レベル４】

【レベル５】

情報
提供・共有

情報
提供・共有

クマの出没

書類提出  有害捕獲の依頼

 有害捕獲許可

クマの出没

地域住民等による目撃情報（通報者）

東部農林水産振興センター

出雲事務所
(林業普及二課)

市
(森林政策課)

出雲警察署
(生活安全課)

出雲警察署
(生活安全課)

申請

情報
提供・共有東部農林水産振興センター

出雲事務所
(林業普及二課)

市
(森林政策課)

 緊急銃猟の実施

地域住民等による目撃情報（通報者）

情報
提供・共有

地域住民等による目撃情報（通報者）

クマの出没

市
有害鳥獣
特別捕獲班

市
有害鳥獣
特別捕獲班

情報
提供・共有

出雲警察署
(生活安全課)

市
(森林政策課)

道路管理者等

通行禁止
規制等の

実施

情報
提供・共有東部農林水産振興センター

出雲事務所
(林業普及二課)
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（４）緊急連絡先一覧表 
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５　緊急銃猟の実施　－全体計画編－ 

 

（１）組織体制 

　　　緊急銃猟は、「出雲市ツキノワグマ緊急銃猟対策本部」(以下、「対策本部」

という。)を設置し、実施するものとする。 

　　　対策本部は、緊急銃猟の実施について、総括責任を担い、対外的な説明、

関係機関及び全庁的な調整を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 構成

５
出雲市ツキノワグマ
緊急銃猟対策本部

【本部長】
　市長

【副本部長】
　副市長

【総括部】
　農林水産部長、防災安全部長、総合政策部長、
　財政部長、健康福祉部長、子ども未来部長

【班体制】
・緊急銃猟実施班    （班長/森林政策課長)    
 (副班長/防災安全課長、森林政策課長補佐）
・広報班　　　　　　（班長/広報課長）
・経理・車両・調達班（班長/管財契約課長）
・避難所運営班　　　（班長/福祉推進課長）
・医療救護班　　　　（班長/健康増進課長）

【事務局】森林政策課

・緊急銃猟の実施
・車両等の通行禁
　止・規制等の設
　定・実施
・通行禁止・制限
　範囲の設定・実
　施
・避難誘導
・地域住民等への
　情報提供及び周
　知
・物資調達と保管
　輸送
・避難所運営
・避難所等の医療
　救護

出雲市が設置する組織
レベル 主な対応
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（２）各班の役割 

　　　各班の編成及び役割は、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割

・対応方針の決定

・緊急銃猟の実施、解除、中止、一時中断

・各班の指揮統制

・車両等の通行禁止・規制等の設定・実施、解除の要請

・通行禁止・制限範囲の設定・実施、解除

・避難区域の設定、解除

・避難所の開放、閉鎖

・避難指示の発令、解除

・事後対応(現状回復、損失補償、検証等)

・関係機関等との連絡調整

・記録保存

・出雲市有害鳥獣特別捕獲班のサポート

・出没場所及び周囲の状況、環境等の調査

・土地所有者又は管理者等との調整

・障害物の除去

・クマの監視・追跡

・その他不測の事態への対応

・車両等の通行禁止・規制等の実施補助

・通行禁止・制限の実施

・避難誘導(屋内退避も含む。)の実施

・通行禁止・制限範囲の住民監視

事務局 ・総括、調整、記録保存

・地域住民、近隣学校施設等への情報提供

・報道対応

・避難所等の物資調達と保管輸送

・公用車の配車

避難所運営班 避難所の運営

医療救護班 避難所等の医療救護

班体制

現場指揮サポート隊

規制隊

避難誘導隊

広報班

経理・車両・調達班

緊急銃猟実施班 現場指揮隊
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（３）現地対策本部の設置 

　　①組織体制 

対策本部を設置した場合は、これと併せて、「出雲市ツキノワグマ緊急銃 

猟現地対策本部」(以下、「現地対策本部」という。)を設置するものとする。 

　　　現地対策本部は、現地において状況を的確に把握し、迅速かつ的確な判断 

及び対応を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎職員は、事故防止及び円滑な連絡体制を確保するため、所定の安全装備等 

を着用及び携帯するものとする。 

◎現場指揮隊長は、狩猟免許(わな猟、第一種銃猟免許)所持者が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 構成

５
出雲市ツキノワグ
マ緊急銃猟現地対
策本部

【本部長】
　森林政策課 主査又は課長補佐　
　※兼 現場指揮隊 隊長

【副本部長】
　森林政策課 係長　
　※兼 現場指揮隊 副隊長
  ※兼 現場指揮サポート隊 隊長

【隊制】
・現場指揮隊
　（隊長/森林政策課 主査又は課長補佐）
・現場指揮サポート隊
　（隊長/森林政策課係長）
・規制隊
　（隊長/農林基盤課 主査又は課長補佐）
・避難誘導隊　
　（隊長/農業振興課 主査又は課長補佐）

・緊急銃猟の実施
・車両等の通行禁
　止・規制等の設
　定・実施
・通行禁止・制限
　範囲の設定・実
　施
・避難誘導

出雲市が設置する組織
レベル 主な対応

21



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎隊長

◎副隊長

◎隊員

◎隊長 ◎隊長 ◎隊長

◎隊員 ◎隊員 ◎隊員

出雲市ツキノワグマ緊急銃猟現地対策本部組織図

【現場指揮隊】

(森林政策課)

森林政策課 主査又は課長補佐　 委託

森林政策課 係長

森林政策課職員

◎現場指揮隊長がその他必要と認める者

【現場指揮サポート隊】 【規制隊】 【避難誘導隊】

(森林政策課) (農林基盤課・水産振興課) (農業振興課・農業委員会事務局)

　森林政策課 　農林基盤課 　農業振興課
　係長 　主査又は課長補佐 　主査又は課長補佐

　森林政策課職員 　農林基盤課職員 　農業振興課職員

　農業振興課職員 　水産振興課職員 　農業委員会事務局職員

※現地対策本部員は、ベスト又はゼッケン等を着用し、証票に充てるものとする。
(法第34条の3)

【本部長】森林政策課 主査又は課長補佐　
※兼 現場指揮隊 隊長

【副本部長】森林政策課 係長　
※兼 現場指揮隊 副隊長

※兼 現場指揮サポート隊 隊長

出雲市
有害鳥獣
特別捕獲班

※名札型
証票を着用
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　　②配置図 

ア．現場指揮本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．実施体制 
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● ● ●

●

● 出雲市有害鳥獣

特別捕獲班

●

● ● ●
規
制
隊
長
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誘
導
隊
長

現
場
指
揮

サ
ポ
ー

ト
隊
長

現場指揮隊長　

(本部長)

現場指揮副隊長

(副本部長)
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（４）体制実施の基準 

　　　本市の緊急銃猟は、クマの出没状況や危険度に応じ、「フェーズ管理」に

基づく段階的な対応を基本として、実施するものとする。 

レベル４被害防止<有害捕獲>からレベル５被害防止<緊急銃猟>への移行

は、状況の悪化に応じて円滑に対応する必要があることから、その中間段階

として、レベル４．５「被害防止〈緊急銃猟準備〉」を設けるものとする。 

本市においては、レベル４．５を「警戒体制」、レベル５を「緊急体制」と

して、体制を整えるものとする。 

　　　レベル４．５においては、「警戒対策本部」を設置し、緊急体制への移行

に備えた体制を確保するとともに、関係部局間における情報の集約及び共

有並びに関係機関との連絡調整等を行うものとする。 

　　　レベル５においては、「「出雲市ツキノワグマ緊急銃猟対策本部」を設置し、

緊急銃猟を実施する。 
 
 

想定する事件等：ツキノワグマ緊急銃猟対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）職員の招集方法 

　　　緊急銃猟は、日中に実施することを基本とし、通常は、庁内放送、ＩＰＫ

による周知及び電話等により、担当職員を招集する。 

　　　ただし、日の出以降、速やかな緊急銃猟の実施が必要な場合は、職員参集

メールによる招集を併用する。 

 

 

体制 レベル 基準
体制

決定者
構成員

警戒体制
レベル４．５
被害防止<緊急銃猟準備>

レベル４より、状況が悪化し、
①被害が発生又は発生の可能性が非常
に高い場合 
②人家、学校・福祉施設等、人が活動
している施設・敷地内にクマが侵入し
た場合
③その他、市警戒本部長が必要と認め
る場合

本部
副市長

副市長が指定
する部局

緊急体制
レベル５
被害防止<緊急銃猟>

①人の日常生活圏に侵入し、被害が発
生又は発生の可能性が非常に高い場合
②人家、学校・福祉施設等、人が活動
している施設・敷地内にクマが侵入し
留まった場合
③その他、市対策本部長が必要と認め
る場合

本部
市長

市長が指定す
る部局
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（６）出雲市有害鳥獣特別捕獲班の設置 

　　　緊急銃猟は、通常の捕獲班である「出雲市有害鳥獣捕獲班」とは別に、緊

急時において迅速かつ的確に対応するため、「出雲市有害鳥獣特別捕獲班」

(以下「特別捕獲班」という。)を設置する。 

この特別捕獲班について、その班編成、捕獲者の要件、使用する銃及び弾

丸、活動範囲、補償、手当等を明確にし、適正かつ安全な運用体制を確保す

るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分

①班編成

鳥獣保護管理法
の要件

◎施行令第４条を満たしている者
・狩猟免許所持者
・過去１年以内に銃器射撃を２回以上した者
・過去３年以内に緊急銃猟で使用する同種の銃器を使用し
クマの捕獲等経験があること

市独自の要件 ◎損害保険加入者等
◎銃砲所持許可者(有害鳥獣駆除)
◎捕獲者及び捕獲関係者と意思の疎通に支障がない者
◎緊急銃猟の記録に承諾する者

③使用する銃及
び弾丸

④活動範囲

⑤補償

【緊急銃猟】 緊急銃猟開始から、捕獲者１名１回につき、
・出場手当　40,000円/回
・１回の時間は、４時間とする。
・以後１時間毎に、10,000円を加算する。
・成功報酬　60,000円/回(除去した場合)
　成功報酬は、除去に成功した場合に新たに発生する「危
険性」「高度な技術及び判断」「責任」を評価し、これら
三要素について、それぞれ2万円(出場手当の半額)を加算す
るものとする。

【緊急銃猟以外】
　(研修・訓練等)

捕獲者１名１回につき、
・出場手当　8,000円/回

⑦証票

内容

２班以上の編成を基本とする。(２方向から駆除)
・１班２名：第一射手(班長)
・１班２名：第二射手(班員)

・銃　　特定ライフル銃、散弾銃
・弾丸　サボットスラッグ弾、スラッグ弾、OOB弾等
を基本とする。

・市内全域
・隣接市町境界付近でのクマ出没については、事前に詳細な対応を定めること
が困難なため、関係する隣接市町と協議の上、出没状況に応じて柔軟かつ臨機
応変な対応を行うものとする。

◎民事事件　市が補償する。※故意・重過失の場合、市は捕獲者へ求償する。
・物的被害「緊急銃猟時補償費用保険」で補償する。
・人身被害　国家賠償法で補償する。
◎刑事事件　市は補償できない。

名札型の証票とし、帽子等に着用する。

②捕獲者の要件

⑥手当

※いずれも、旅
費相当分、実包
経費等は、別途
支給する。
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（７）権限の委任 

　　　緊急銃猟は、「鳥獣保護管理法」の規定に基づき、市長の判断で実施する

ものであるが、緊急対応が必要な現場においては、市長自らが常時指揮する

ことは、現実的には困難が伴うものである。 

このため、地方自治法第 153 条第 1項の規定に基づき、市長の権限の一部

を農林水産部の職員に委任し、現場の状況に即した迅速な判断と的確な対応

が可能となるよう、その範囲や内容をあらかじめ明確にしたうえで、当該職

員が現場責任者として対応できる体制を整備するものとする。 

 

【権限委任一覧表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　◎緊急銃猟の実施に必要な必要最小限の権限委任とする。 
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（８）全体の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥獣保護管理法手続

緊急銃猟の条件確認

フェーズ管理

①人の日常生活圏への侵入

②人への危害を防止する措置が急に必要

③銃猟以外の方法では困難

④地域住民等に弾丸が到達恐れがない

県・警察への応援協力

県・警察職員の応援

レベル２　農地・集落周辺への出没防止

レベル３　農地・集落周辺への出没防止及び農作物被害等の防止

レベル４　被害防止「有害捕獲」

レベル５　被害防止「緊急銃猟」

現地へ参集・対応方針の検討
 (情報共有・現場確認)

安全確保対策
(通行禁止・制限等及び通行禁止・制限の実施、避難指示の発令、土地の立入、障害物の除去等)

レベル１　人とクマとの接触防止

銃猟の計画について関係者で調整
 (捕獲場所、捕獲関係者の配置、
  射撃方法、人の退避の範囲、通行
  禁止・制限の範囲)

クマの監視

銃猟の準備

記録保存

検証

出雲市有害鳥獣特別捕獲班への指示、注意点の伝達

銃猟(出雲市有害鳥獣特別捕獲班)

安全確保対策の解除等
(通行禁止・制限等及び立入禁止・制限等の解除、避難指示の解除等)

原状確認

損失補償・損害賠償

緊急銃猟の解除・中止・一時中断
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（９）実施の判断 

　　「緊急銃猟」の実施判断については、国の法定要件に基づき運用するととも

に、本市独自の条件を加え、判断の迅速化と統一性を確保するものとする。 

具体的な実施の判断基準は、フロー図により整理し、あわせて、判断の妥当

性や安全性を確認するために「チェックリスト」を併用する構成としている。 

これらにより、現場における判断過程を明確化し、「緊急銃猟」の実施判断

の適正化及び安全性の向上を図るものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市独自の要件

①場所 銃猟を実施する場所は、人の日常生活圏であるか
◎出没状況の特定

ア．人の日常生活圏に侵入し、被害が発生又は発生の可能性
が非常に高い場合

イ．人家、学校・福祉施設等、人が活動している施設・敷地
内にクマが侵入し留まった場合

ウ．人の日常生活圏に侵入し、緊急銃猟による対応が必要な
場所で、錯誤捕獲の場合

②緊急性
◎捕獲個体の特定

ア．被害を発生させた個体

イ．被害を発生させる恐れがある個体

ウ．対策を講じても被害を発生させる個体

エ．繰り返し出没する個体

③方法 銃猟以外では的確かつ迅速に捕獲できないか
◎困難な場合を具体的に定める。

ア．追い払いなどによる安全な捕獲・移動が困難な場合

イ．追い払いをした場合、周辺にある人家の住民等に危険が
及ぶ可能性がある場合

ウ．ツキノワグマが追い込まれるなどして逃げ場がなく、追
い払いが困難な場合

エ．日没が迫るなど、速やかな殺処分以外に住民の安全を確
保できない場合

④安全の確保
ア．通行禁止・制限の措置は必要に応じて講じられているか
（法第34条の4）

ア．海を含む場合は、海上保安庁へ連絡したか

イ．地域住民の避難は行われたか
（法第34条の4）

ウ．広報(防災行政無線、ホームページ等)は行われたか
（政令）

エ．通行の禁止・制限を行う場合は、管轄する警察署（警察
署長）に通報を行ったか（政令）

オ．鉄道を含む場合は、鉄道管理者へ協議が行われたか
（政令）

カ．道路を含む場合は、道路管理者へ連絡したか

キ．場所の管理者へ連絡したか
（必要に応じて）

ク．射線方向にバックストップはあるか

ケ．緊急銃猟を委託する者に留意点を伝えたか

⑤その他
ア．（土地の立入りを伴う場合）土地の立入りを行う者は証
票を身に着けているか（法第34条の3）

イ．緊急銃猟を委託する者は証票を身に着けているか
（法第34条の2）

ウ．緊急銃猟の様子を記録する用意はあるか

鳥獣保護管理法の要件

人の日常生活圏への侵入
（法第34条の2）

危険鳥獣による人の生命又
は身体に対する危害を防止
する措置が緊急に必要
（法第34条の2）

危険鳥獣による人の生命又は身体に対する危害を防止するた
めの措置を緊急に講ずる必要があるか

銃猟以外の方法では的確か
つ迅速に危険鳥獣の捕獲等
をすることが困難
（法第34条の2）

避難等によって地域住民等
に弾丸が到達するおそれが
ない場合
（法第34条の2）
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【フロー図】 
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（10）安全確保対策 

①実施区域の設定及び実施 

　　　実施区域とは、道路交通法に基づく「車両等の通行禁止又は規制等の設定

及び実施」と鳥獣保護管理法に基づく「通行禁止又は制限範囲の設定及び実

施」を組み合わせた、緊急銃猟の実施に必要な安全確保を行う区域のことを

いう。 

ア．基本方針 

(ア)道路交通法に基づく「車両等の通行禁止又は規制等の設定及び実施」

は警察が実施する。 

(イ)鳥獣保護管理法に基づく「通行禁止又は制限範囲の設定及び実施」は

市が実施する。 

イ．実施区域の範囲 

　　　　実施区域の範囲は、「車両等の通行禁止又は規制等の設定」≧「通行禁

止又は制限範囲の設定及び実施」とする。 

 

通行禁止又は制限範囲： 

概ね 150m の設定については、スラッグ弾 

(12 番)の最大有効射程 100m を根拠として 

設定している。 

　なお、当該範囲は、円形に限定するもので 

はなく、地形や遮蔽状況等をふまえ、安全確 

保が図られる範囲として、柔軟に設定する 

ものとする。 

 

ウ. 役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ．主な流れ 

  (ア)市は「緊急銃猟」の実施判断を行う。 

(イ)市から警察に「車両等の通行禁止又は規制等」を要請する。 

      (ウ)警察は現地確認し、「車両等の通行禁止又は規制等」を実施する。 

      (エ)市は併せて「通行禁止又は制限範囲の設定及び実施」を行う。 

(オ)市は地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知を行う。 

 

役割
分担

対象 区分 内容 根拠法

通行禁止 通行禁止

通行規制等 片側通行、時間制限、誘導、迂回路案内

通行禁止 通行禁止

通行制限 時間制限、誘導、迂回路案内

警察 車両等 道路交通法第4条

市 全て
鳥獣保護管理法第34条の4

第1項
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②車両等の通行禁止又は規制等の設定及び実施 

ア．目的 

クマの出没又は緊急銃猟の実施に際し、住民及び関係者の安全を確保し、

交通の混乱を防止するとともに、円滑な捕獲活動を支援するため、市が警

察に要請等する車両等の通行禁止又は規制等の対応手順を定める。 

 

イ．基本方針 

(ア)緊急銃猟を含むクマ対応について、出没状況や危険度に応じたフェ　

ーズ管理を行う。 

(イ)車両等の通行禁止又は規制等は、必要最小限の範囲で実施し、住民生

活や緊急対応活動への支障を最小化するものとする。 

(ウ)国道・県道・市道等の通行禁止又は規制等は、原則として警察が道路

交通法に基づき実施する。一方で、市は、鳥獣保護管理法に基づく、通

行禁止又は制限を実施する。 

(エ)車両等の通行禁止又は規制等の実施及び解除については、現地対策本

部と警察の協議に基づき、市が地域住民、近隣学校施設等への情報提供

及び周知を行う。 

　　 

ウ．情報伝達 

緊急銃猟を実施する際には、鳥獣保護管理法施行令第５条第４項に基

づく公示の中で、車両等の通行禁止又は規制等の内容を明示し、各種広報

手段により迅速かつ的確に情報を周知する。 

 

エ．取組内容 

(ア)車両等の通行禁止又は規制等は、現場の状況に応じて、バリケード、

カラーコーン、規制テープ等で明確に区画し実施する。 

(イ)連絡体制について、警察は現地対策本部を通じて市と連絡調整を行う。 

(ウ)車両等の通行禁止又は規制等時には、誘導灯や反射材等を活用し、安

全を確保するものとする。 

(エ)報道関係者や見物目的の来訪者には、現場からの退避及び安全な場所

での取材を要請し、現場の秩序と安全を維持するものとする。

 広報手段 防災行政無線、いずも防災メール、HP、 

SNS(X､LINE､Facebook)、広報車
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オ．フェーズ管理表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 レベル １　人とクマとの接触防止                                                　　　　　

 出没状況 ①市内での目撃(主に森林内) 
②人の生活に直接影響がないと見込まれる場合 

 対応 現場周辺道路の車両等の通行禁止又は規制等は、行わない。

 レベル ２　農地・集落周辺への出没防止（単発）                                  　　　　　

 出没状況 農地や集落周辺への出没

 対応 現場周辺道路の車両等の通行禁止又は規制等は、行わない。

 レベル ３　農地・集落周辺への出没防止及び農作物被害等の防止（複数）　　　　　 　　　　　

 出没状況 ①農作物等への執着  
②繰り返し出没する  
③追い払い、誘引物の除去、電気柵の設置等の防除対策を講じても被害が継続 

 対応 現場周辺道路の車両等の通行禁止又は規制等は、行わない。

 レベル ４　被害防止  ＜有害捕獲の実施＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 出没状況 ①被害が発生又は発生の可能性が非常に高い場合  
②人家、学校・福祉施設等、人が活動している施設・敷地内にクマが侵入した場合 
③錯誤捕獲の場合

 対応 ①警察、県、市は、車両等の通行禁止又は規制等の範囲、時間、配置を協議する。 
②現場周辺の車両等の通行禁止又は規制等の実施を行う場合がある。 
③実施する場合、地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知を行う。 
(防災行政無線、いずも防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook))

 レベル ５　被害防止 ＜緊急銃猟の実施＞ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 出没状況 ①人の日常生活圏に侵入し、被害が発生又は発生の可能性が非常に高い場合 
②人家、学校・福祉施設等、人が活動している施設・敷地内にクマが侵入し留まった
場合 

③人の日常生活圏に侵入し、緊急銃猟による対応が必要な場所で、錯誤捕獲の場合

 対応 ①現地対策本部と警察は、車両等の通行禁止又は規制等の範囲、時間、配置を協議
する。 
②現場周辺の車両等の通行禁止又は規制等の実施を行う。 
③地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知を行う。 
(防災行政無線、いずも防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)、広報車)

 レベル ５　被害防止 ＜緊急銃猟の解除＞ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 状況 ①緊急銃猟が終了した場合 
②緊急銃猟を中止した場合

 対応 ①現場周辺の車両等の通行禁止又は規制等の解除を行う。 
②地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知を行う。 
(防災行政無線、いずも防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)、広報車)
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③通行禁止又は制限範囲の設定及び実施 

ア．目的 

市は、鳥獣保護管理法に基づく、通行禁止又は制限を実施するための対

応手順を定める。 

 

イ．基本方針 

(ア)通行禁止又は制限は、必要最小限の範囲で実施し、住民生活や緊急対

応活動への支障を最小化するものとする。 

(イ)通行禁止又は制限範囲は、最大有効射程距離、銃猟方向、周辺地形等

を勘案し、標的のツキノワグマを中心に、原則として、概ね 150ｍの範

囲を目安として設定する。 

(ウ)当該範囲は、円形に限定するものではなく、地形や遮蔽状況等をふま

え、安全確保が図られる範囲として、柔軟に設定するものとする。 

(エ)通行禁止又は制限範囲が、多数の人が集まる場所、人・飼育動物・建

物や電車・自動車・船舶などの乗り物などに弾丸が到達するおそれがあ

る場合は、必要に応じて範囲を拡大し、安全確保を最優先する。 

(オ)通行禁止又は制限の実施及び解除については、市が地域住民、近隣学

校施設等への情報提供及び周知を行う。 

　　 

ウ．情報伝達 

緊急銃猟を実施する際には、鳥獣保護管理法施行令第５条第４項に基

づく公示の中で、通行禁止又は制限の内容を明示し、各種広報手段により

迅速かつ的確に情報を周知する。 

 

エ．取組内容 

(ア)通行禁止又は制限は、現場の状況に応じて、バリケード、カラーコー

ン、規制テープ等で明確に区画し実施する。 

(イ)連絡体制について、市はデジタル簡易無線等を用いて連絡調整を行う。 

(ウ)通行禁止又は制限時には、誘導灯や反射材等を活用し、安全を確保す

るものとする。 

(エ)報道関係者や見物目的の来訪者には、現場からの退避及び安全な場所

での取材を要請し、現場の秩序と安全を維持するものとする。 

 

 

 

 広報手段 防災行政無線、いずも防災メール、HP、 

SNS(X､LINE､Facebook)、広報車
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　　④避難計画 

　　　緊急銃猟の実施にあたっては、国の法定要件に基づき、自然災害時の危険

回避を目的とする避難とは異なり、安全を確保するため、市長又は権限を委

任された者は、実施区域の住民に対して、避難指示を行うことができる。 

　　　実施区域内における避難は、住民の行動抑制を基本とし、クマとの新たな

接触リスクや混乱を防止するため、原則として不要に人を移動させないも

のとし、屋内避難及び外出禁止を基本として、実施するものとする。 

ただし、屋内退避等によって十分に安全が確保できない場合は、避難所を

開放し、避難誘導のもと安全に避難できるよう実施するものとする。 

 

　　ア．避難指示 

 

　　イ．避難情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　ウ．避難情報の発令基準 

　　　　避難指示の発令は、「緊急銃猟」の実施判断と同一の基準により、行う

ものとする。 

　　　　ただし、地形、射線、遮蔽物等の現場状況を総合的に勘案した結果、住

民の避難を要する危険性がないと認められる場合には、避難指示の発令

は要しないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 実施責任者 措置 根拠法

 市長 

権限を委任された者

避難指示 

安全確保措置の指示

鳥獣保護管理法 

第 34条の 4第 2項

種別 条件 伝達内容等 伝達方法 住民に求める行動

避難指示
(屋内退避)
(外出禁止)

①人の日常生活圏に侵
入し、被害が発生又は
発生の可能性が非常に
高い場合
②人家、学校・福祉施
設等、人が活動してい
る施設・敷地内にクマ
が侵入し留まった場合
③人の日常生活圏に侵
入し、緊急銃猟による
対応が必要な場所で、
錯誤捕獲の場合

①発令者
②避難理由
③避難方法
④避難場所
⑤その他注意事項等

①防災行政無線
②いずも防災メール
③ホームページ
④X
⑤LINE
⑥Facebook
⑦広報車

①市が発表する屋内での退
避等を基本とする避難行動
をとる。
②屋内退避等によって十分
に安全が確保できない場合
は、市が指定する避難所
へ、避難誘導のもと避難す
る。

種別 発令基準

①人の日常生活圏に侵入し、被害が発生又は発生の可能性が非常に高い場合

②人家、学校・福祉施設等、人が活動している施設・敷地内にクマが侵入し留まった場合

③人の日常生活圏に侵入し、緊急銃猟による対応が必要な場所で、錯誤捕獲の場合

避難指示
(屋内退避)
(外出禁止)
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エ．避難所 

屋内退避等によって十分に安全が確保できない場合に開放する避難所は、

「出雲市緊急事態等対処計画」及び「出雲市地域防災計画」等に定める避　　

難所とする。 

ただし、緊急銃猟の実施時間及び現場状況をふまえ、車中での避難が適

当と認められる場合には、学校の校庭を活用するなど、屋外での一時的な

避難への対応を状況に応じて行うものとする。 

なお、避難所の開放及び運営については、「出雲市緊急事態等対処計画」

及び「出雲市地域防災計画」等に基づく各種マニュアルに準じて対応する

ものとする。 

 

　オ．避難指示の伝達 

市長が住民に対して行う避難指示の発令は、防災行政無線、いずも防災

メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)、広報車により、迅速かつ的確に情報

を周知する。 

 

【避難指示の例文】 

　　　市役所、森林政策課から、緊急のお知らせです。 

　　　〇町〇付近において、クマが出没したため、ただいまから、銃を使用した

緊急銃猟を実施します。 

　　　住民の皆さまの安全を確保するため、〇時〇分から〇時〇分まで、〇町〇

付近の皆さまは、屋外への外出を控え、建物内の安全な場所で待機してくだ

さい。 

緊急銃猟の実施について、ご協力・ご理解いただくようお願いいたします。 

市役所、森林政策課から、緊急のお知らせでした。 

 

　カ．避難誘導 

（ア）基本方針 

　　　　実施区域内における避難誘導は、住民の行動抑制を基本とし、クマとの

新たな接触リスクや混乱を防止するため、原則として不要に人を移動さ

せないものとし、防災行政無線、いずも防災メール、HP、SNS(X、LINE、

Facebook)、広報車により、屋内退避及び外出禁止の呼びかけを行うもの

とする。 

ただし、屋内退避等によって十分に安全が確保できない場合で、避難所

を開放する場合には、現地に避難誘導員を配置し、人の移動距離及び対象

範囲を必要最小限に限定した避難誘導を行うものとする。 

 

35



 

（イ）避難誘導の実施体制 

避難誘導員は、屋内退避等によって十分に安全が確保できないと判断

される次のいずれかの状況が発生した場合に配置し、原則として警察と

連携し、現地の安全が確認できる範囲において、住民に対する避難誘導を

行うものとする。 

また、警察の配置が困難な場合においても、現地の状況をふまえ、住民

及び関係者の安全が確保できると判断される場合は、同様の対応を行う

ものとする。 

 

 

 

 

 

 

（ウ）避難誘導の方法 

避難誘導の周知は、内容を簡潔かつ統一し、クマ緊急銃猟の対応中であ

ること、住民等が取るべき行動、並びに避難指示の解除等について、改め

て周知することを明確に伝えるものとする。 

現地誘導にあたっては、同一の内容を繰り返し伝えることとし、屋外に

いる者をその場に留めることなく、来た方向へ戻す、又は安全な場所へ誘

導することにより、現場への接近を防止するものとする。 

 

（エ）避難誘導の管理及び見直し 

避難指示の発令中は、実施区域内への新たな人等の流入を防止すると

ともに、屋内退避や外出禁止の監視を行う。 

クマの移動や捕獲状況に変化が生じた場合には、速やかに関係者間で

情報を共有し、必要に応じて避難誘導の範囲及び方法を見直すものとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 避難誘導員の配置基準

①人家、学校・福祉施設等、人が活動している施設・敷地内にクマが侵入し留まった場合

②クマと人の位置関係から、屋内に留まること自体が危険と判断される場合

③発砲位置や方向の関係上、当該場所に人が滞留することが危険な場合

④その他、現地状況により、人の移動が必要と判断される場合

避難
誘導
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　　⑤装備品の管理、整備及び点検 

ア．基本方針 

市は、緊急銃猟を迅速かつ的確に実施するため、装備品について、装備

品台帳(確認チェックリスト)を作成し、平時から適切な管理、整備及び点

検を行うことにより、緊急銃猟の実施時に確実に使用できる状態を確保

するものとする。 

　　イ．装備品の管理 

(ア)装備品は、「個人装備」及び「本部装備」に区分して管理する。 

(イ)緊急時に即応できるよう、緊急銃猟の実施に必要な装備品の一部は、

公用車に常備するものとし、その体制を平時から整えるものとする。 

(ウ)公用車に常備しない装備品については、地下倉庫等において、適切に

保管及び管理するものとする。 

　　ウ．装備品の点検 

　　　(ア)装備品の点検は、次の頻度を目安として行うものとする。 

　　　　・個人装備　年 1回以上 (訓練時等) 

　　　　・本部装備　半年に 1回 (　 〃   ) 

　　　(イ)点検は、数量、動作状況、破損の有無及び電池残量等について、確認

するものとする。 

　　　(ウ)点検の結果、不具合が確認された場合は、速やかに修繕、補修又は交

換等の必要な対応を行うものとする。 

　　エ．訓練との連動 

　　　　緊急銃猟の実施訓練にあたっては、実際に装備品を使用し、操作確認及

び点検を併せて行うものとする。 
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装備品台帳(確認チェックリスト) 
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７　緊急銃猟の解除・中止・一時中断及び避難指示の対応　

－全体計画編－ 

（１）解除の判断 

緊急銃猟及び避難指示の解除判断については、当該事態への対応が完了し、 

緊急銃猟の実施状況及び安全確認をふまえ行うものとし、判断の迅速化と統 

一性を確保するものとする。 

具体的な解除の判断基準を定め、これにより、現場における判断過程を明

確化し、緊急銃猟及び避難指示の解除判断の適正化及び安全性の向上を図る

ものである。 

　 

　①解除の基準 

ア．緊急銃猟の解除 

　　　緊急銃猟の解除は、共通基準を全て満たし、かつ個別基準を満たした場

合に行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　イ．避難指示の解除 

　　　　緊急銃猟を解除した場合、避難指示は解除する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別

◎以下の全ての基準を満たすものとする。

①発砲又は捕獲を行った現場及びその周辺について、当該個体以外に新た
　なクマの出没又は複数個体の存在がないことが認められること。

②発砲又は捕獲を行った現場及びその周辺について、安全点検が完了し、
　人身被害又は二次被害のおそれがないことが認められること。

③県、警察、その他関係機関と協議のうえ、解除について合意が得られて
　いること。

◎以下の基準を満たすものとする。

①対象となるクマを除去又は捕獲したこと。

解除基準

解除

共通
基準

個別
基準
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ウ．クマの死亡確認 

クマを除去した場合、クマの死亡確認は、現地対策本部長(現場指揮隊 

長)及び鳥獣専門指導員が、確認基準に基づき、総合的に判断し、必要に 

応じて一定時間の経過観察を行うものとする。 

 

【確認基準】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 確認基準

①視認による
確認

①遠方から徐々に接近して確認する。
②全身の動きが完全に停止していること。
③呼吸運動（胸腹部の上下動）が認められないこと。

②刺激に対す
る反応確認

①安全距離を確保した状態で、長棒等で身体に接触し、反応がないこと。
②大きな音や声かけ等に対し、反応が認められないこと。
③眼球の動きや瞬きがないこと。

③生体反射の
消失確認

①眼球反射（瞳孔反応）が認められないこと。
②痛覚刺激に対する反応がないこと。

④致命傷の状
況確認

①死亡の裏付けとなる心臓部等に致命的な損傷が確認できること。
②出血状況、弾痕位置等が確認できること。

⑤時間経過に
よる確認

上記①〜④の確認後も、一定時間（概ね10分以上）経過観察を行い、
再度反応がないこと。
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②解除の手順 

緊急銃猟の解除は、市長の権限の一部の委任を受けた森林政策課の職員　

が解除の基準を満たしたことを確認した後、次の手順で行うものとする。 

ア．手順 

　 　(ア)市は「緊急銃猟」の解除判断を行う。 

(イ)市から警察に「車両等の通行禁止又は規制等」の解除を要請する。 

     (ウ)警察は「車両等の通行禁止又は規制等」を解除する。 

     (エ)市は「通行禁止又は制限」を解除する。 

 　　(オ)市は地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知を行う。 

　　イ．緊急銃猟解除の伝達 

市長が住民に対して行う緊急銃猟解除の伝達は、防災行政無線、いずも 

防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)、広報車により、状況に応じて 

様々な手段を用いて迅速かつ的確に周知する。 

 

【緊急銃猟解除の例文】(クマを除去した場合) 

　　市役所、森林政策課からのお知らせです。 

　　　〇町〇付近で実施していたクマの緊急銃猟は、クマの成獣〇頭・幼獣〇頭

を除去し、本日〇時〇分に終了しました。 

このため、本日〇時〇分をもって、〇町〇付近に発令していた避難指示を

解除します。 

住民の皆さまには、ご協力・ご理解いただき、ありがとうございました。 

市役所、森林政策課からのお知らせでした。 

 

　　ウ．クマの搬出(クマを除去した場合) 

        除去したクマの個体は、調査・研究を目的として、県が引き取るものと

し、現場指揮本部長の立会いのもと、県に引き渡すものとする。 

　　エ．避難所の対応(避難所を開放している場合) 

　　　　速やかに閉鎖するものとする。 

　 

③解除後の対応 

解除後においても、一定期間は注意喚起を継続するとともに、クマの目撃 

情報については、引き続き注視するものとする。 

また、再出没又は危険性が確認された場合は、速やかに再度体制を講じる

ものとする。 
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（２）中止の判断 

「緊急銃猟」の中止判断については、当該事態への対応が困難になった場合、

緊急銃猟の実施状況をふまえ行うものとし、判断の迅速化と統一性を確保する

ものとする。 

具体的な中止の判断基準を定め、これにより、現場における判断過程を明確

化し、「緊急銃猟」の中止判断の適正化及び安全性の向上を図るものである。 

　 

①中止の基準 

ア．緊急銃猟の中止 

　　　　緊急銃猟の中止は、共通基準を全て満たし、かつ個別基準のいずれかを

満たした場合に行うものとする。 

なお、人命又は安全の確保が困難となった場合は、除去又は捕獲の成否 

に関わらず、緊急銃猟を即時中止し、人命救助と退避等を最優先とする。 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．避難指示の解除 

　　　　緊急銃猟を中止した場合、避難指示は解除する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別

◎以下の全ての基準を満たすものとする。

①県、警察、その他関係機関と協議のうえ、中止について合意が得られて
　いること。

◎以下のいずれかの基準を満たすものとする。

①人命に対する重大な危険が発生・切迫したとき。

②安全な発砲条件が失われたとき。(出雲市有害鳥獣特別捕獲班の判断も含む。)

③対象となるクマが人を襲撃したとき。

④対象となるクマが実施区域外へ明確に移動したと認められるとき。

⑤対象となるクマが実施区域外へ移動したと考えられ、一定時間、クマの
  出没がないことが認められるとき。

⑥捕獲体制及び指揮命令系統が機能しなくなったとき。

⑦事故及び現場環境の変化が発生したとき。

⑧代替方法で対応可能であると判断したとき。

中止基準

共通
基準

中止

個別
基準
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②中止の手順 

緊急銃猟の中止は、市長の権限の一部の委任を受けた森林政策課の職員 

が中止の基準を満たしたことを確認した後、次の手順で行うものとする。 

ア．手順 

　 　(ア)市は「緊急銃猟」の中止判断を行う。 

(イ)市から警察に「車両等の通行禁止又は規制等」の解除を要請する。 

     (ウ)警察は「車両等の通行禁止又は規制等」を解除する。 

     (エ)市は「通行禁止又は制限」を解除する。 

 　　(オ)市は地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知を行う。 

　　イ．緊急銃猟中止の伝達 

市長が住民に対して行う緊急銃猟中止の伝達は、防災行政無線、いずも 

防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)、広報車により、状況に応じて 

様々な手段を用いて迅速かつ的確に周知する。 

 

【緊急銃猟中止の例文】 

　　市役所、森林政策課からのお知らせです。 

　　〇町〇付近で実施していたクマの緊急銃猟は、〇〇のため、本日〇時〇分に

中止しました。 

このため、本日〇時〇分をもって、〇町〇付近に発令していた避難指示を解

除します。 

住民の皆さまには、ご協力・ご理解いただき、ありがとうございました。 

なお、クマの出没の可能性があることから、引き続き不要不急の外出を控え 

るなど、十分な警戒をお願いします。 

市役所、森林政策課からのお知らせでした。 

 

　　 

　　ウ．避難所等の対応(避難所を開放している場合) 

　　　　速やかに閉鎖し、自主避難へ移行するものとする。 

　 

③中止後の対応 

中止後においても、一定期間は注意喚起を継続するとともに、クマの目撃 

情報については、引き続き注視するものとする。 

また、再出没又は危険性が確認された場合は、速やかに再度体制を講じる

ものとする。 
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（３）一時中断の判断 

「緊急銃猟」の一時中断判断については、当該事態への対応が一時的に困難 

になった場合、緊急銃猟の実施状況及び安全確認をふまえ行うものとし、判 

断の迅速化と統一性を確保するものとする。 

具体的な一時中断の判断基準を定め、これにより、現場における判断過程 

を明確化し、「緊急銃猟」の一時中断判断の適正化及び安全性の向上を図る 

ものである。 

　 

①一時中断の基準 

ア．緊急銃猟の一時中断 

　　　　緊急銃猟の一時中断は、共通基準を全て満たし、かつ個別基準のいずれ

かを満たした場合に行うものとする。　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．避難指示の継続 

　　　　緊急銃猟を一時中断した場合、避難指示は継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別

◎以下の全ての基準を満たすものとする。

①県、警察、その他関係機関と協議のうえ、一時中断について合意が得ら
　れていること。

②一時中断中、対象地域の監視及び状況把握を継続する体制が確保されて
　いること。

③状況の変化が認められた場合、速やかに緊急銃猟を再開できる体制が継
　続されていること。

◎以下のいずれかの基準を満たすものとする。

①一時的に安全な緊急銃猟の実施が困難なとき。

②安全な発砲条件が失われたとき。(出雲市有害鳥獣特別捕獲班の判断も含む。)

③対象となるクマが人を襲撃したとき。

④住民対応等を優先すべき場合が発生したとき。

⑤現場環境の変化により、判断を保留する必要が生じたとき。

一時中断基準

共通
基準

個別
基準

一時
中断
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②一時中断の手順 

緊急銃猟の一時中断は、市長の権限の一部の委任を受けた森林政策課の 

職員が一時中断の基準を満たしたことを確認した後、次の手順で行うもの 

とする。 

ア．手順 

　 　(ア)市は「緊急銃猟」の一時中断判断を行う。 

(イ)市は地域住民、近隣学校施設等への情報提供及び周知を行う。 

　　イ．緊急銃猟一時中断の伝達 

市長が住民に対して行う緊急銃猟一時中断の伝達は、防災行政無線、い 

ずも防災メール、HP、SNS(X、LINE、Facebook)、広報車により、状況に応 

じて様々な手段を用いて迅速かつ的確に周知する。 

 

【緊急銃猟一時中断の例文】 

　　市役所、森林政策課からのお知らせです。 

　　〇町〇付近で実施していたクマの緊急銃猟は、天候の悪化により安全な実

施が困難となったため、本日〇時〇分に一時中断しました。 

なお、〇町〇付近に発令している避難指示については、引き続き継続します。 

今後の天候や現地の状況を確認したうえで、緊急銃猟を再開する場合があり

ます。住民の皆さまには、引き続き、ご協力・ご理解いただきますよう、お願

いします。 

市役所、森林政策課からのお知らせでした。 

 

　　 

　　ウ．避難所の対応(避難所を開放している場合) 

　　　　避難所運営を継続するものとする。 

　 

③一時中断後の対応 

一時中断後は、関係機関と情報を共有し、対象地域の監視及び状況把握 

を継続し、状況の変化が認められた場合は、速やかに緊急銃猟を再開するも

のとする。 
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８　事後対応　－全体計画編－ 

（１）原状確認 

①基本方針 

緊急銃猟の実施後は、現場及び周辺環境について、緊急銃猟の実施に伴

い生じた可能性のある損傷又は影響の有無を確認するものとする。 

確認にあたっては、公共施設、農地及び民地等を対象に目視による確認

を行い、その位置、規模、程度及び推定される原因を把握するものとする。 

②損傷等が認められた場合 

損傷等が認められた場合は、位置を特定できる写真やメモ等により状況

を記録するとともに、速やかな原状回復に努めるものとする。 

③明確な損傷等が認められない場合 

明確な損傷等が認められない場合においても、確認を実施した事実及び　　

確認結果について、記録として残すものとする。 

④民地確認時の配慮事項 

民地において損傷の疑いがある場合は、土地所有者又は管理者等への十

分な配慮を行い、事前の了解なく無断で立ち入らないものとする。 

　　⑤原因不明時の対応及び安全確認 

損傷の原因が緊急銃猟によるものか判別が困難な場合は、その旨を記録

に明示するとともに、現場及び周辺に二次的な危険が残存していないこと

を確認するものとする。 

⑥原状確認時の主なチェックリスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分
破損、汚損、踏

圧、倒木等の有無
弾痕、跳弾痕、
落弾痕の有無

車両進入等よるわ
だち、掘削、地盤

の乱れの有無

捕獲個体の搬出に
伴う周辺環境への

影響の有無

①道路・歩道・側溝・ガードレール等
　の公共施設

□有　□無 □有　□無 □有　□無 □有　□無

②農地・農業用施設・用水路 □有　□無 □有　□無 □有　□無 □有　□無

③民地
（住宅敷地、塀、倉庫等の外観部分）

□有　□無 □有　□無 □有　□無 □有　□無

④植生・法面・林縁部 □有　□無 □有　□無 □有　□無 □有　□無
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（２）損失補償及び損害賠償 

　　　緊急銃猟の実施に伴い、物的損害や人身事故が発生した場合には、当該事

案の内容をふまえ、実施者である市が関係法令等に基づき、必要な損失補償

又は損害賠償について、適切に対応するものとする。 

　　　市が行う損失補償又は損害賠償に関する民事事件の取扱いは、次のとお

りとする。 

【民事事件】 

 

（３）検証 

緊急銃猟の実施後に、捕獲状況及び周辺状況を確認し、今回の対応を総

括するとともに、得られた教訓を今後の緊急銃猟の実施に反映させること

を目的として、実施手順及び成果について検証を行う。 

①検証の手順 

ア．捕獲状況の確認 

捕獲状況の確認として、捕獲した個体の頭数、性別、体長及び体重等を

記録するとともに、捕獲に至らなかった場合は、その原因（天候・地形・

人員不足等）を整理し、記録する。 

イ．周辺状況の確認 

現場周辺の状況確認として、新たなクマの痕跡(足跡、糞、食害痕等)の

有無を確認するとともに、人、家畜及び農作物への被害状況を把握し、写

真、メモ等により整理し、記録する。 

ウ．実施手順及び安全対策の評価 

 　実施手順及び安全対策の評価として、実施区域の範囲並びに禁止、規制

及び制限の内容が適正であったかを確認し、併せて改善点や危険箇所を整

理のうえ、次回の対応に反映させるものとする。 

オ．報告・記録 

緊急銃猟の実施内容については、国が定める所定の報告書に取りまと　

め、県、国、警察等の関係機関へ報告及び提出するとともに、検証結果に

ついては、次回の緊急銃猟の実施に活用できるよう記録し、保管する。 

 

 

 

 

 区分 対応

 物的損害 緊急銃猟時補償費用保険による

 人身事故 国家賠償請求による
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（４）記録保存 

　　①基本方針 

緊急銃猟は、人命及び身体の安全確保を最優先として実施される、極め

て高い危険性を伴う業務であることから、実施に至る判断経過、対応内容、

実施状況及び安全対策等について、事後において客観的な検証を可能とす

る必要がある。 

このため、記録の作成及び保存は、事後検証、再発防止並びに責任所在の

明確化を目的として行うこととし、緊急銃猟に関係する一切の事項につい

て、必要な記録を作成し、適切に保存することとする。 

②記録の公開及び非公開の取扱い 

緊急銃猟の記録作成は、公開を前提とするものではなく、情報公開の可

否については、関係法令及び条例の定めに基づき、個別に判断するものと

する。 

特に、個人が特定される秘匿性の高い情報を含む記録については、内部

管理資料として取り扱い、原則として公表しないものとする。 

　　③記録区分と具体的内容等 

　　　国が定める「緊急銃猟実施報告様式」に規定された項目を基本として、記

録するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　④記録方法 

　　「緊急銃猟実施報告様式」に規定された項目は、現場などで情報を電子的に

記録し、共有及び保存するものとする。   

非公開 公開可能

①判断・指示に
　関する記録

関係機関協議の内容、指示内容、判断
理由の詳細、戦術判断内容、実施決定
日時、決定者(現場責任者)、現場状
況、個人が特定される情報

発生日・時刻、発生場所、危険・被害
状況、緊急銃猟実施の有無、実施決定
場所、判断理由(実施、解除、中止、一
時中断)

②現場活動の
　詳細記録

現場配置・待機位置、活動内容、視認
情報、無線連絡要旨、移動経路、銃手
等人数・装備内容、個人が特定される
情報

現場活動の概要(時系列)

③安全管理・
　事故防止に関
　する記録

関係者の人数、活動内容、現場配置・
待機位置、視認情報、無線連絡要旨、
移動経路、個人が特定される情報、ヒ
ヤリハット内容、銃器・弾薬・装備の
確認記録、個人が特定される情報

通行禁止・規制等及び立入禁止・制限
等の実施・解除時刻及び範囲、避難指
示の実施・解除時刻及び範囲、避難誘
導の実施状況、避難所の開設運営状
況、住民への周知方法・時刻

④捕獲・
　発砲結果に関
　する記録

発砲の詳細記録、捕獲状況の詳細、個
体の詳細、技術的・戦術的評価、写真
等 発砲・捕獲の有無、人的被害の有無、

対応概要、次回対応に向けた方針

具体的内容(例)
記録区分
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９　訓練等　－全体計画編－ 

（１）訓練管理 

　　　緊急銃猟は、人命及び身体の安全確保を最優先として実施される極めて

高い危険性を伴う業務であることから、実践的かつ計画的な訓練の実施が

不可欠である。 

　　　このため、訓練にあたっては、あらかじめ訓練目標を明確に設定するとと

もに、目標達成のための手段及び方法を定め、必要な体制及び条件を整備し

たうえで訓練を実施するものとする。 

　　　また、緊急銃猟の実施時に、迅速かつ的確な対応が図られるよう、平時か

ら、県、警察及び捕獲者等の関係者間において、危険認識や対応手順等につ

いて意識の共有を図るとともに、円滑な連携のために良好な関係性の構築

に努めるものとする。 

　　　訓練は、定められた訓練体系に基づき、年度訓練計画を策定し、さらに個

別の訓練実施計画により、実施するものとする。 

　　　訓練実施後は、訓練成果の分析及び課題・問題点の抽出を行い、その結果

をふまえた評価及び改善を行うものとする。 

 

（２）訓練体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧医療救護班
　運営訓練

大課目 中課目

⑫避難誘導隊
　運営訓練

⑩現場指揮サポート隊
　運営訓練

⑤広報班
　運営訓練

⑦避難所運営班
　運営訓練

⑪規制隊
　運営訓練

小課目

①緊急銃猟対策本部
　総合訓練

③緊急銃猟現地対策本部
　運営訓練

②緊急銃猟対策本部
　運営訓練

⑨現場指揮隊
　運営訓練

④緊急銃猟実施班
　運営訓練 (事務局)

⑥経理・車両・調達班
　運営訓練
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（３）年間訓練計画　●：訓練実施　〇：防災訓練で代替可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　※防災訓練と訓練内容が重複する場合、防災訓練をもって充てることができ

るものとする。 

（４）訓練実施計画 

　　　個別の訓練実施計画は、「緊急銃猟の実施(市)－個別計画編－」において

定め、訓練を実施するものとする。 

 

（５）緊急銃猟等の事例検証 

　　　全国における緊急銃猟の実施事例については、随時、国から県を通じて、

市に情報提供が行われている。 

本市においては、これらの情報提供を受けた場合には、当該事例が提供さ

れた月内に、対応の妥当性及び安全管理上の注意点を確認し、今後の緊急銃

猟の適正な運用の参考とするため、事例検証を必ず行うものとする。 

併せて、誤報や広報・情報伝達上のトラブルについても事例検証を行い、

情報発信及び住民対応の改善に活用するものとする。 

 

 

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①緊急銃猟対策本部
　総合訓練 ●
②緊急銃猟対策本部
　運営訓練 ● ●
④緊急銃猟実施班
　運営訓練 (総括・事務局) ● ●
⑤広報班
　運営訓練 ● ●
⑥経理・車両・調達班
　運営訓練 〇
⑦避難所運営班
　運営訓練 〇
⑧医療救護班
　運営訓練 〇

③緊急銃猟現地対策本部
　運営訓練 ● ● ●
⑨現場指揮隊
　運営訓練 ● ● ●
⑩現場指揮サポート隊
　運営訓練 ● ● ●
⑪規制隊
　運営訓練 ●
⑫避難誘導隊
　運営訓練 ●

出雲市有害鳥獣特別捕獲班 ● ● ● ● ● ●

訓練参加 ● ● ●

射撃訓練 ● ● ●
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１０　参考法令等 

（１）鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律 (抜粋) 

 

第三章の二　緊急銃猟 

（緊急銃猟） 

第三十四条の二　市町村長（特別区の区長を含む。以下この章において同じ。）

は、危険鳥獣が、住居、広場その他の人の日常生活の用に供されている場所又

は電車、自動車、船舶その他の人の日常生活の用に供されている乗物（以下こ

の項において「住居等」という。）に侵入していること又は侵入するおそれが

大きいことを把握し、かつ、当該危険鳥獣による人の生命又は身体に対する危

害を防止するための措置を緊急に講ずる必要があると認める場合において、

銃器を使用した鳥獣の捕獲等（以下「銃猟」という。）以外の方法によっては

的確かつ迅速に当該危険鳥獣の捕獲等をすることが困難であり、かつ、第三十

四条の四の規定による措置その他の措置を講ずることにより銃猟によって人

に弾丸の到達するおそれその他の人の生命又は身体に危害を及ぼすおそれが

ないと認めるときは、住居等又はその付近において、当該危険鳥獣について銃

猟をすることができる。 

２　市町村長は、前項の規定による銃猟（以下「緊急銃猟」という。）をしよう

とするときは、その職員に緊急銃猟を実施させ、又はその職員以外の者に委託

して緊急銃猟を実施させることができる。この場合において、市町村長は、緊

急銃猟を実施する場所、緊急銃猟の実施に当たり留意すべき事項その他の緊

急銃猟の実施に関する事項をこれらの者に明らかにするものとする。 

３　市町村長は、前項の規定により緊急銃猟を実施させる場合には、第三十九条

第一項に規定する狩猟免許を受けた者であることその他の適正に緊急銃猟を

実施するために必要な経験、技能及び知識を有する者として政令で定める要

件を備える者に緊急銃猟を実施させるものとする。 

４　緊急銃猟を実施する者は、その身分を示す証票を携帯し、関係者の請求があ

るときは、これを提示しなければならない。 

５　緊急銃猟として実施する行為については、第八条、第十五条第四項、第十七

条、第三十五条第二項及び第三項並びに第三十八条の規定は、適用しない。た

だし、同条第三項（弾丸の到達するおそれのある人に向かってする銃猟の制限

に係る部分に限る。）の規定については、市町村長の指揮を受け、人の生命又

は身体に危害を及ぼすことがないように当該緊急銃猟を実施する場合に限る。 

（緊急銃猟等のための土地の立入り等） 

第三十四条の三　市町村長は、緊急銃猟をし、又は緊急銃猟により捕獲等をした

危険鳥獣の適切な処理をするために必要な限度において、その職員に他人の
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土地に立ち入らせ、若しくは障害物を除去させ、又はその職員以外の者に委託

して他人の土地に立ち入らせ、若しくは障害物を除去させることができる。 

２　前項の規定による措置を実施する者は、その身分を示す証票を携帯し、関係

者の請求があるときは、これを提示しなければならない。 

（安全を確保するための措置） 

第三十四条の四　市町村長は、緊急銃猟をしようとする場合において、緊急銃猟

の実施に伴う人の生命又は身体に対する危害を防止するため必要があると認

めるときは、政令で定める手続に従い、当該危害が発生するおそれのある場所

の通行を禁止し、又は制限することができる。 

２　市町村長は、緊急銃猟をしようとする場合において、緊急銃猟の実施に伴う

人の生命又は身体に対する危害を防止するため必要があると認めるときは、

当該危害が発生するおそれのある地域の住民に対し、避難すべき旨を指示す

ることができる。 

（都道府県知事に対する応援の要求等） 

第三十四条の五　市町村長は、緊急銃猟をする必要があると認めるときは、都道

府県知事に対し、的確かつ迅速に当該緊急銃猟をし、又は第三十四条の三第一

項若しくは前条の規定による措置を講ずるため、応援を求めることができる。

この場合において、当該応援を求められた都道府県知事は、正当な理由がない

限り、応援を拒んではならない。 

２　前項の応援に従事する者は、同項に規定する措置の実施については、当該応

援を求めた市町村長の指揮の下に行動するものとする。 

３　第一項の規定により都道府県知事の応援を受けた市町村長は、当該応援に

要した費用を負担しなければならない。 

（損失の補償） 

第三十四条の六　市町村長は、緊急銃猟の実施又は第三十四条の三第一項の規

定による措置のため損失を受けた者に対し、通常生ずべき損失の補償をする。 

２　前項の補償を受けようとする者は、市町村長にその請求をしなければなら

ない。 

３　市町村長は、前項の請求を受けたときは、補償すべき金額を決定し、その請

求をした者に通知しなければならない。 

４　前項の規定による金額の決定に不服がある者は、同項の規定による通知を

受けた日から六月を経過する日までの間に、訴えをもってその増額の請求を

することができる。 

５　前項の訴えにおいては、市町村（特別区を含む。）を被告とする。 
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（２）環境省ホームページ 

　　①緊急銃猟制度 

　 　  

　  ②クマに関する各種情報・取組 
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